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裁定取引 同一時点で価格差がある時、

安く買って高く売ること。

Aさんは、Bさんに中古本を100円で売った。

Bさんは、Cさんがその本を欲しがっているのを知っていたので、

Aさんから買った本をすぐに、Cさんに10,000円で転売した。

【具体例】

商売のほとんどは、「裁定取引」です。

「裁定取引」とは、もともと金融商品についていわれている投資手法です。

たとえば山村で豊富に存在していて安い商品（水や農産物）が、都会では極めて貴重で高値

で取引されています。この事実を知っていれば、山村で安く買い、都会にもっていって高く売る

だけで、利益を得ることが可能となります。

経済学的には、「一物一価の法則」にしたがって、同じモノやサービスは同じ価格になるはず

ですが、取引コストによって価格が異なっています。

買い手がモノやサービスを入手する取引コストが高いほど、価格は高くなります。

また、販売者のイメージ、商品であるモノやサービス自体に付けられたブランド名などの付加

価値などによっても、「一物一価の法則」が崩れています。

副業ベースでいえば、せどりや転売ビジネスなどもこの原則を利用したものです。

こういった個人での商売は、マジメなサラリーマンや主婦から「楽して儲けている」と敬遠され

がちですが、詐欺でないかぎり、まっとうなビジネスなのです。


